
第38号 奈良県算数数学教育研究会会報 (1)
” ̅ 心 榔韓訟野一一… - " ̅ ． 認 ．商 Ｌ

心
三 １ f一一一一膠 奈良県算数数学教育研究会

零成垂4年3月 発行NO"３８釦 腿 ara-math t/. n e『勺P

ごあいさつ
平成24年１月26日(木)に奈良県立教育研究所において平成23年度第三学期
研究発表会を開催いたしました。奈良県教育委員会並びに関係諸団体の特段
のお力添えを賜り，100名を超す参加者を得て盛大に開催することができま
した。誠にありがとうございました。
さて，本会報には小学校部会で行われた研究発表２本，診断テスト結果考

察６本と，中学校部会で行われた研究発表２本，診断テスト結果考察２本の
ダイジェストを掲載しています。感想や忌偉のないご意見を寄せていただけ
れば幸いです。今年度も､様々なご支援．本当にありがとうございました。

奈良県算数数学教育研究会会長杉澤茂二

◆小学校部会◆
〆 、

’『図形への豊かな感覚・見方を育む』ことをめざして研究部図形部会
一｢図形の拡大と縮小｣(６年)を通して-橿原市立金橋小学校上田美佐代

、 ノ

新学習指導要領で，６学年に「拡大図や縮図」が位置づけられた。これに関連して，５年生では「合同な図
形」で，図形を構成する要素から考察をしてきた。また，６年生では，「対称な図形」で線対称．点対称とい
う観点から図形の特徴や性質を見つける活動をしてきている。
本単元では，相似の概念の素地的内容である拡大と縮小について学習し，拡大図．縮図の意味や性質，その
描き方などを理解させるのがねらいである。そして，その概念が，基本図形だけでなく実際の生活の中でいろ
いろと活用されていることに着目し，進んで活用しようとする態度を育てていくことを目指した。

悪意
今回は「心に残る授業を！」ということで，運動場に折鶴の

拡大図を描くことに挑戦した。A４の紙，模造紙とだんだん拡大
率を大きくして拡大図を描かせることにした。そして，学年全
員で拡大図の線上に並んで写真を撮り，広島への修学旅行に持
っていった。
＜成果と課題＞
コンピューターやコピー機などで，拡大・縮小が簡単にできる。しかし，拡大．縮小の意味を理解している

わけではない。本授業のように実際に拡大して描いてみるといった体験的な活動によって，初めて拡大や縮小
の意味を理解し，実感を持って捉えることができる。また，図形についての理解の基礎となる経験が乏しい子
どもたちに，いろいろな活動を投げかけていき，生活に生かそうと考えさせていくことも必要であると思う。
今後も，日々の授業を大事にしながら，子どもたちの心に残るような授業に取り組み，子どもたちの豊かな学
びにつなげていきたい。
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